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が大変だったけれど､自分なりにいい記事
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記者に､大人たちから｢ほ-｣と感心する声が出ていまし.ちお話の後の休験教室では､こども記者に付き添った信毎のスタッフから｢自分でもやってみないJJ'記事は書けないよ｣とアドバイスも受けて､実験にも楽しく挑戦しました｡こども記者たちは､スクールが終わった後も､先生たちに追加の質問をして､熱心にメモを取っていましたU
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呆品美生に貴尚するこども点
暑
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先生といっしょに記念地形

仙くI● 書b
(彰相手への感謝の誌持ちを持つ

畠萎な鵬 をさしtFくれる箱享にfiL,て､細
管奉痔ちをい鴻 持つoそんな急痔ちかあれ£
失礼のない態虚が白熱とでき5.

もl) て LiJiCl さ
②相手 の話をe5っくり聞く
いろいろな又に由会ったリ､知らなしにとを数え
てもらえる貞墓な痕釜なので､話をじっくり虚< ｡
CL)■ヽ Lt◆qt tヽ
⑨正確な情報を集める
還し<て､武重が豊かな稿魚をできるだけたくさ

ん生める｡痔に｢だれか｣｢いつ｣｢どこで｣｢なに
を｣｢なtf｣｢どのようr=｣の6品r:窪点して由<｡

④メモを取る

海手の乱 てくれたこと臥 しっ聖 とメモを由
も 諸方草で負えていただけで臥 忘れてしまう.
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